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〈研究の概要〉

学習指導要領 が告 示 され,新 しい家庭科 の 目指す方 向が明 らかにな った。今回 の改 訂で

は,目 標 や内容 を2学 年 まとめて示 してい ること,題 材指定 を見 直す ことな ど改善 が図 ら

れ,各 学校 での年 間計画の作成,題 材構成の工夫な ど創造 的な授業 の展 開が求 め られて い

る。本研究 で は 「もの をっ くる喜 び」 と 「人 とかかわ る喜 び」 に視点 を当て,子 ど もたち

が主体 的な学 びをす る授業 を創造す る ことと した。

そ こで,子 ど もの思 いや願 い,生 活 に即 した題材構成の工夫 を行 い,2学 年 を見通 した

年間指導 計画 を作成 し,も のをっ くることを通 して人 とかかわ る場 を設 定 した問題解決 的

な学 習を行 った。 と りわけ,第5学 年 と第6学 年で学習す る内容の(3)「生活 に役立つ物 の

製作 」 と(5>「簡単 な調理」 に関 して,も のづ くり段階表 を作成 し,子 ど もが 自分で製作 す

るもの を決定で きる手助 け とな るよ うに した。

その結果,子 どもた ちは思 いをめ ぐらす喜 び,お 互 いのよさを認 め合 う喜 び,高 齢者 と

かかわ る喜 び,っ くりあげた喜 び,生 活 の中で活用す る喜 びを味わ うとともに自ら主 体的

に生活 の中の問題 を解決 してい くことがで きた。
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一
ものをつ くる喜 び と人 とかかわる喜 びをふ くらませ る授業 の創造

1研 究 主 題 設 定 の 理 由

平成10年7月 の教育課程審議会 の答 申において,家 庭科 は衣食住や ものづ くりに関 す る実

践的 ・体験 的な活動 を通 して,家 族 の人間関係や家庭の機能を理 解す るこ とをよ り一層重 視

す る ことが求 め られて いる。

一方,科 学技 術の進 歩 に加え,核 家族化,少 子高齢化,地 域社 会 にお ける連帯 感の希薄 化

な どの現象 が進 んで いる。 この よ うな社 会の変化 は,子 どもた ちの生 活 に大 きな影響 を及 ぼ

し,人 とのかかわ りや体験 を通 した活動 を少な くして いる。 また,家 庭生活の変化 も大 きく,

食べ る もの,生 活 に使 うもの全てが豊富 にな り,安 価で簡単 に手 に入 り,子 ど もたちは,も

の をっ くる楽 しさや喜 びを感 じることが少 な くな って きてい る。 さらに,生 活の利 便性 や経

済性 を追求す るあ まり大切な家族 との心 の触れ合いや人 と人 とのかかわ りが弱 くな ってい る

こと も否 めない。 そ こで,「 ものをっ くる喜 び」 と 「人 とかかわ る喜 び」 を生 活 の中 で実 感

で きる子 ど もを育 て たいと考え た。 自分 で ものをつ くる喜 びを味 わ った り,も のをっ くる こ

とを通 して人 とかかわ る喜 びを味わ った りす ることは,子 どもの心 を豊 かにする。なぜ なら,

もの をっ くる ことは自分の思 いの表現 であ り,人 とかかわ ることによ り自分 の よさに気付 い

た り,他 の人 のよ さや素 晴 らしさを発見 した りす ることがで きる。 これ らの ことに より,子

どもは大 きな感動 と満足感 を味わ うことがで きるよ うにな ると考 え,本 主題 を設定 した。

具体的 には,子 どもの生活 の中の様 々な気付 きや疑問 を大 切に し,自 ら考 えた り,調 べ た

り確かめ た り,判 断 した りす る問題解決的 な学習 を通 して,子 ど もに 「ものをっ くる喜 び」

と 「人 とかか わる喜 び」 を味 わわせ る授業 を創造す る ことで主題 に迫 る。 そ して,子 ど もた

ち は,こ の よ うな問題解決 的な学習 の繰 り返 しと喜 びを味 わ うことによ り,自 ら学 び続 け る

力 を獲得 し,生 きる力 を身 に付 けていける もの と考 える。

II研 究 の基 本 的 な 考 え 方

肇 ものをつ くる喜び と人 とかかわ る喜び

ものをっ くる学 習 は,生 きる力 その もの にせ まる学 習であ る。子 ど もたちは ものをつ くる

こ とに意欲的 に取 り組 み,自 分の思 いや願 いを生 かす。 本研究 で は,も の をっ くるプ ロセ ス

を重視 してい きた い。何 をっ くりたいのか,ど こで使 いた いのか,ど の よ うに したいのか な

どの思 いや願 いをふ くらませ,子 どもに とって本 当に必要感 のあ るものを 自分の力で試行 錯

誤 しなが らっ くることを通 して充実感 や達成感 を味わわせたい。

また,も のをつ くる学習 の過程 で,子 どもと教 師,子 ども同士,子 どもと家族,子 ど もと

近 隣の人 々と りわけ高 齢者 な どとかかわ る場 を設定す る。 この ことに よって,子 ど もたちが

自分 は身近 な人 々に支 え られなが ら生 きてい ることに気付 き,自 分 もまた周囲の人 々を支 え

ることがで きる存在 である ことに気付 かせたい。

そ こで,本 研究 を進 あるに当た って,も のをっ くる喜 び と人 とかかわ る喜 びを次 頁の よ う

に考 えて い く。
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2研 究 の構 想

研究主題 にせ まるた め,次 のよ うな構想 を立 て た。

〈研究構想図〉

一 一 懸 の実態 『1
・ものをつくることへの興味 ・関 心1

があ る・1

・情報 か ら得た知識はもっている
。1

・生活体験 が少ない。

・生活実感 が希 薄であ る。

・基礎的 な技能 が不足 してい る。

・根気が続か ない。

・学習に対 して受 け身 である。

物
i・

eしqノ

わ た したちが育て たい児童像

ものをつ くる喜 びと人 とかかわ る喜 びを

生活 の中で実感で きる子

一 社 会 的 な 背 景 一 一

1・ 核家族 化,少 子化
一 」 ●家巧笑関f系の希涯葦丁ヒ

1.地 域 胎 の …
II

連暮手感の希薄イヒ5

・物質か豊富

・生活の利便性やI

I経 済性の追求l

L

研 究 主 題

ものをつくる喜びと人 とかかわる喜びをふ くらませる授業の創造

◇ ものをっ くる喜びとは◇

・思 いをあ ぐらせ る喜 び

・だんだん で きてい く喜 び

・つ くり上 げた喜 び

・生活 の中 で活用す る喜 び

◇人とかかわる喜びとは◇

・様 々 な考 え が あ る こ とを知 る喜 び

・お互 い の よ さを認 め合 う喜 び

・家 族 か ら認 め られ ,役 立 て た と感 じた と きの喜 び
・触 れ合 うこ とが で き た と きの 喜 び

主 題 に せ ま る 手 立 て

・子 どもの思いや願い,生 活 に即 した題 材構成の工夫

・子 どもが主体的に問題解決を図ることができる学習活動の工夫

・家族や近隣の人々などとかかわる場の工夫

年 題
間 材
指 構
導 成
計 の

画 工
の 夫

作 と
成

H

教
材
●

教

具

の

工

夫

作 品見本

階段標 本

ものづくり段階表

作 り方説明図

く掲示 用)

作 り方 カー ド

レシ ピ

ワー クシー ト

Ei弾

1

授1事 例1「 布で作って遊ぼう」

1業

1事例2「 生活に役立っ物を/乍ろう」
1

研1事 例3「 ぼ くもわ た しもコ ・クさん・

iゆ でてい ためてナ イスク ・キ ・グ」

究 「

1

〉

成

果

と

課

題
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皿 研 究 の 内容

12年 間 を見通 した年 間指導計画

新学 習指導要領 では,目 標 や内容 を2学 年 まとめて示 してい る。 そ こで,子 ど もの思 いや

願 い,生 活 に即 した題 材構成 を工 夫 し,2年 間を見通 した年間指導計画 を作成 した。

(1)第5学 年 の年 間指 導計画(60時 間)

大題材名1題 材 名

1

小 題 材 名1時 間lI

緊急指令!探 検 しよう 家庭科室の秘密を探れ!1
一 家 庭 科 っ て な あ に?一 ・

EF

生 活 ウオ ッチ ング 家庭の仕事ってどんなもの1
:

一わ た しにで きることって なあに?一(1) 3
1

今
レ お茶でもいかが・
5

おい しいお茶を入れ よう1

団 らん を楽 しくす る 上1夫を しよ う(2)

卜

自 針 と糸 と布 と仲 よ し 針 と糸,こ れさえで きれ ば!15)19

分 ・布で作 って遊ぼう 事例1布 で作 って遊ぼう(411

に
なみ縫 い名 人に教 えて もらお う ※(-2)L

、

で ぼ くもわた しもコ ックさん こんな コックさんにな りたい(11 9

き 一 ゆでていためて1調 理 入門一修行 の旅 一(3)1

る

こ

と

ナ イ ス ク ッ キ ン グ ー
パ ー ト1i

l事 例・

お手軽三帥 を作ろう ・2-i
X(+2)'1

食べ物の秘密(11…

1
調べて試 して食べてみ よう

一一一一一_一 一一12)一⊥一一_1

口

1働 室
1一 リュ ックの中身 は これ でOK-
.

6年 生 に教えて も らお う

衣服 の着方 と,荷 物の準備

夏休み に,家 でで きることは

21

1

i

I

生活に役立っ物を作ろう 作るものを考えよう(1) :
17

ど うや った らで きるか な?(2)i
ミ

オ

リ

ジ

事例2 6年 生 に聞いてみよ う!(1)

製 作 計画を立 てよ う(1/

i
i

ナ il
ル ミシンと仲よ し(41:

に

チ
いよいよ作ろう(81

i

…
L-_一_,

ヤ
ぼ くもわた しもコ ックさん 作るものを考えよう(ll 5

レ
i

ン 一ゆでていためて 調理計画を立てようfl)1
ジ ナ イ ス ク ッ キ ン グ ー

パ ー ト2 いよいよ作ろう1211

事例3

i

レス トラ ン開店 一シェフの喜 びの言葉 一(1)1

ト

ー
あなたはホーム ズ 私 は 、れ を調べ隊,2)1、

トi

一調べ てみよ う快適 な住 まい 一 iさあ
,調 べよう(3)1

分 か 。 た こ と を,こ れ か ら に 生 か そ う 〔111
_二二」___、

みて みて!

1
で きるようにな った ことは?(1182

A 1
7

の で きるようにな った よ 自分の成長や,感 謝を どうや って表そ う(11i

わ
た
し

轍 しよう(41i

いらっしゃいませ(2)[
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※ なみ縫 い名人に は,「 布 で作 って遊 ぼ う」 か 「お手軽三角 巾を作 ろ う」 どち らかで来校 して もら う。 後者 の

場合,時 数 を変更す る。

学 習 内 容 内容事項 かかわ り

ー
ー

I

I

「

I

I

i

ー

ー
幽
I

I
I
I

I
I
「
I
I

I
I

・家庭 には,自 分や家 族を支え る仕事があ ることを知 る。
・自分の分担 で きる仕 事を考え る

。

・家族 との触れ合 いや団 らんの大切 さに気付 き
,楽 しくす る工夫 をする。

4

1

(11ア

(11イ

11)エ 「_

r

・玉結 び ,玉 止 め,な み縫 い,ボ タン付 けがで きる。
・製 作に必要 な用具 の安全 な取扱 いがで きる

。
・手縫 いで 目的 に応 じた簡 単な縫 い方 を考 え

,製 作す る。

fi

(2)イ(3)イ

(3}ウ

(3)ア,イ

ウ
「

励・,・1家 族

なみ縫い名人
(地域 の高 齢
者)※

・計 量器の使 い方
,桝 料 の洗 い方,切 り方,味 の付 け方,後 片付 けの仕方

について知 る。
・包丁 の安 全な取扱 いと

,ま な板やふ きんの衛生的 な取扱 いがで きる。
・手縫 いで調理の ときに使 う簡単 な三角 巾を製作す る

。

・栄 養的 にバ ラ ンスの よい食 事にっ いて知 り
,食 べ ることの大切 さを考え

る。
・ゆでた りいためた り して ,調 理をす る。

・6年 生 か ら移動教 室の生活等 にっ いて の発表を聞 く
。

・衣服 の働 きや,場 面 に応 じた着方 を考え る。
・夏休み の課題 を もって,家 庭で生かす。

・布 を用 いて製作 す る生活に役立っ物を考え
,製 作計 画を立 て る。

・試 し作 りを通 して,課 題 を見っけ る。
・6年 生 に聞 いて

,課 題 を解決す る。

・製作計画を立 て る
。

・ミシ ンの使 い方 を知 り
,テ ィッシュペーパー入 れ等 を直線縫 いで作 る。

・生活 に役立 っ物 を考 えて
,作 り方 を調 べ,製 作する。

0

(31ア,イ なみ縫 し

ウ (地 域の
考え (41ア 者)※

1〔5)ア,イ

ウ,オ,カ

(21ア

li

6年 生

(3)ア

iiiア
`
6イザ生

(3)ア

(3〕イ,ウ

(3>ア,イ,ウ

ー

I
L
I

・ゆでた りいためた りしてで きる調理 の計画 を立て る
。

・調理 実習をす る
Q

・盛 り付 けや配膳 を考 え
,人 を招 待 して楽 しく食事 をする。

十

t
(5げ,イ

(5}ウ,オ

カ な み 縫 い 名 人

・自分の課題を もっ。

・整理整頓や清掃の工夫等,身 の回 りを快適に整える工夫を調べ気持ちよ
い住 まい方を考える。
・分かったことを年末の大掃除に生かす。

r-

1・ 自 分た ちの成長を知 る。

1・ 簡単 な調理の学習を生か して,自 分 を成長 させて くれた人 々への感謝の
i伝 え方 を考え る。
1。 調理実 習な ど

, 準 備 をす る。

・お世話にな った人を招待 し,成 長 を見 て もらう。

161ア,イ

{5)ア,イ

(5)ウ,オ

カ

お世話になっ
た人
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(2}第6学 年 の年間指導計画(55時 間)

大題材名i 題 材 名 小 題 材 名 1田寺間

健康を守る食事作 りの秘密を探ろう 食事 ・ご飯 とみそ汁 とプ ラス α Ill 8

こ こが謎!さ あ調べ よ う (31

仕 謎 を解 こう一分 か ったこ とは?一 (2)

事

は 謎はすべて解けた! (21

移動教室 もおまかせ わた しのテーマは これだ (1) 12
わ i

た 準備と片付けこれでOK i
し 必要なことを調べよう (3)i

に
調 べた ことを発 表 しよ う (1)

お
さあ,や ってみよ う (3)

ま

か こんな ことが分か ったよ (2)

せ
5年 生 へ 「わた したち, (1)

行ってきました移動教室」
さあ,わ た しの生 活に生かそ う
一夏休み1日 家族のために 一 (1)

」
バ ー ジ ョ ン ア ツ プ! 5年 生の製作を振り返ろう Ill 11

生活に役立つ物を作ろう
パ ー トH事 例2 5年 生 や友達に ア ドバ イスしよう (1)

オ

リ
製作計画を立てよう (11

ジ

ナ
さあ作 ろう! (8)

ル

に ぼ くもわた しもコ ックさん 食事作りで考えること (1) 9

チ

ヤ 一買 って作 って1食 分 一 1食 分の献立作り (2)

レ 1
ン i 買い物の仕方 (21
ジ

買 って作 って1食 分 (31
ノぐ

-
Lド 楽 しい食事の計画 一冬休みに挑戦一 i

II

1 ク リー ンア ッ プ! アイデ ィアおそ う じ

マ イ ハ ウ ス ・マ イ タ ウ ン 一 発 見!リ サ イ ク ル そ う じ グ ッ ズ ー 4

家庭や地域の生活環境を考えよう

み ありがとう大作戦 自分の成長を振り返ろう (1) 9

ん
な 家族へのプレゼ ント作りの計画を立てよう②
の

た
め

さあ,作 ろ う 151

自 プ レゼ ン トを楽 しくす る工夫 を しよ う (11

分
の
た

これからのわた したち 2年 間の学習を振り返って 2

あ
今の,こ れか らのわ た したちにで きる こと

一6一



学 習 内 容1内 容事項 かかわり

・これか ら調べ ることの見通 しを もっ
。

1●みそ/7
,米 飯 な どにっ いて,食 品の栄養的な特徴や調理の仕方を調べる。1ゆ ア(5}エ 家族

・調べ た ことを発表 し合 い
,深 め合 う。 友達

(5>ア,イ
・米飯及 びみそ汁の調理 がで きる

。 エ,オ,カ

.自分の課題を菰 十

l

i・荷物 の整理整頓
,衣 服 の着方等 が分か り,目 的に応 じた着方 を考 えた りi(2)ア

調 べた りす る。調 べた ことを発表 し合 う。1
友達

・日常着 の手 入れが必要 である ことを知 り
,手 入れ や洗濯が できる。 ② イ

・学習 のま とめをす る
。

・移動教室での衣服の着方等を5年 生へ発表 し交流する。 5年 生

・夏休み に向けて課 題を もっ
。 Illア,イ

ウ,エ

・5年 生の生活に役立つ物の製作で学習 したことを思い出す
。

・5年 生にものづ くりのポンイト等をアドバイスする
。i

・生活に役立つ物の製作計画を立てる。h3汐
5年 生

・生活に役立っ物の製作をする。 (3)イ,ウ

・食品の栄養的な特徴と,調 和のよい食事のとり方が分かる。

一

(4)ア

。1食 分 の献 立を考え る
。

・食品 の選 び方や買い物を 考え る
。

(4)イ

l
l171ア,イ

(5)ア,イ

・調理 の前 に買物 を し,調 理実習 をす る。 ウ,エ 地域の人
オ,カ

・冬休み にむけて,食 事作 りの計画を立 て る。1(1)エ1

・住 まい方 に関心 を もち
,リ サイ クルを利 用 して,掃 除 グッズを作る。

下
(6)ア,イ

・環境に配慮 した家庭生活にっいて考える。 (8)

・自分の成長を振り返 り,支 えてくれた家族への感謝の気持ちをもっ。 (1)エ

・家族 への プ レゼ ン ト作 りの計画 を立 てる
。 (3)ア(5)ア

・プ レゼ ン トの製作をす る
。 (3)イ,ウ

(5)イ,オ 家族
・ラ ッピング,カ ー ド,触 れ合 いの仕方 の工夫を考え る。 カ 地域の人

・学習のまとめをする。(8)

1
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22学 年 にわ た って学 習する 「ものづ くり」(も のづ くり段 階表)

新小学 校学 習指導要領解説家庭編 では,(3}「 生活 に役立っ物 の製作」及 び(51「簡単 な調理 」

にっいて,基 礎 的 な知識 と技能 の定着 を図 り,学 習が無理 な く効果的 に進め られ るよ うにす る

ために,2学 年 にわた って扱 うよ うにす ることを示 して いる。 そこで効果的 な指導が で きるよ

うに,題 材を基礎的 な ものか ら応用的 な ものへ,簡 単 な ものか ら難 しい ものへ,要 素的 な もの

学年丁 一一一

生 活 に 役 立 っ 物 の 製 作

5遅 一 一 一 丁 一 一 一 一 一 一6一 輩 一 一 一 一 一 一

内

　

}★旦分璽 生置 に役立っ物
　

}類 の中か ら児童が課題を選択できる物

1★ 自分やL塞塑 塑 に役立っ物
★基礎的 な技 能が身 に付 くもので,数 種1★5年 での学習を踏 まえ,技 能 の段 階 を高

の

の

も

も

る

の

る

き

も

く

で

る

つ
り

の

な

を

だ

も

に
気

ん

つ

利

囲

遊

立

便

雰

り
役

が

い

た

に

活

し

つ
事

生

楽

使

仕

O

●

●

1

{め た物

→
L仕 事毯 逗ユもの

1・ 生 活 が 便利 にな る もの

・楽 しい雰 囲 気 を っ くる もの1

い 使 った り遊 ん だ りに で き る もの

」
一r

基礎的 な技 能 を身 に付 ける ものづ くり

L型 塑塑塗鐘巨些2至 」の

容
【瑞 び.玉 止 あ.な 磯 い'ボ タン!

付 け ・ ミ シ ンの 直 線 縫 い ・三 っ 折 り ・,

忌惣鰹 鵬f幽 掘蜘
1
★人 とのかかわ りをふ くらませ る

ものづ くり

★,5年 で身」堕1毬」けた技能 をi塾…些 室 着 で き

るものづ くり

⇒ ★人 とのかかわ りをふ くらませ る

ものづ くり

製

作

例i

一 や さ しい

小物 作 り

は り さ し

マスコットマグネァト

ポケット

ティノソユカバー

お手 軽三 角 巾

お手 玉

コ ー ス ター

ナ プ キ ン

ラ ンチ ョ ンマ ノ ト

ふ く ろ型 ま く ら カバ ー

ク ノノ ヨン(直 線 、

ざ ぶ とん ノ ヨル ダー ハ ソク(ふ た な し)

だ きま く ら

キ ャ ンテ ィ型 ク ノソ ヨ ン

難 しい一

手 さげ 袋 の れ ん ホ ・〃ス手 ・ノユカハー

片 ひ も袋 ナッフ朴 ・ク

靴 入 れ テーフ1レセ/タ ー きん ち ゃ く袋 肩 か け袋

ブ ッ クカ バ ー お 弁 当箱 エ プ ロ ン

ベ ンケ ー ス 三 角 巾

壁 掛 け ボ ケ ノト

●5年 の学習を踏まえ,技 能の定着を高めたもの

一ト__________._

;⑥ 実 践的 ・体験 的な活動 を取 り入 れて基礎的 な技能 を学 び定着で きるよ うにす る。

[。 試 し勧 等 を してみ る 嫁 庭 ではど うしてい るか考 える 。馳 返 しや っ

手1◎問題磁 蝿 濃 飾 蕪 と糸と布と楓 難 例

;・ 疑問 に思 う・と蜆 っけ る ・調べ る ・や ・てみる ・繰 り返 す
i【 作 品 見本,段 階標 本,作 り方 カー ド,本 等 を参 考 に】
ま

立1◎ 友達 や家族 や近 隣の人 々か ら話 を聞 いて学習す るなど・友達 や家族 や近隣 の人 々 と

1か か わ りな が ら学 ぶ。

1*話 を聞 く*質 問をす る*学 習 を深 める*成 長 を認 めて もらう
}*作 る喜 びを知 る*人 とかか わ る喜 びを知 る
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か ら複合的 な ものへ と次第 に発展す るよ うに段階的に配列 を工夫 し,も のづ くり段階表 を作 成

した。

子 ど もは この段 階表を活用 し,自 分 の思 いや願 いを生 か しなが ら,自 分 や家族 の生活 を見 つ

めて・「本 当 に必要感 のある もの」「生活 に密着 した もの」 を製作す る。 この ことによ り,子 ど

もはつ くる喜 びや人 とかかわ る喜 びを味わ いなが ら,技 能 の定着 を図 ってい く。

★食生活 に関心 を もつ ことがで きるもの ★食品 に関心 を もっ ことがで き,

品 を食べて いることを実感す る ことが で

きる もの

★基礎的 な調理 の技能 を身 に付 け る こと ★5年 での学 習を踏 まえ,さ らに調 理 の技

がで きる もの 能 を定着 す ることがで きる もの

・切 る,ゆ で る,い た め る調 理
・盛 付 け や配 膳 の工 夫

・米 飯 や み そ汁 の調 理

★調和 のよい食事 の とり方
・食品 を組み合わせ て取 る

・一食分 の食事 を考 える

・楽 しい雰囲気で の食事

★基礎的 な技能 を身 に付 ける ものづ くり ★5年 で身 に付 けた技 能 をさ らに定着 で き

【洗 い方 ・切 り方 ・計量器 の使 い方

味付 け ・後 片付 け ・安 全 ・衛生等】

1==コ の部分
★家族 や近隣 の人 々とかかわ りなが ら学 ★家族 や近 隣の人 々とかかわ りなが ら学 ぶ

ぶ よさが分 か る よさが分か る

←や さ しい ゆで る,い ためるの範 囲で考 え る 難 しい→
一一品料理 生の魚や肉などは扱わない

。★ごはんとみそ汁は必ず学習する題材 組み合わせ料理

ゆで野菜(お ひたし)
一種類の野菜妙め

「繍 撫
い りたま ご

ゆで たまご

粉ふ きい も

ポテ トサラダ

★ ごはんた き

茶 巾 しぼ り(お にぎり)

組合わせ野菜の妙め物

★ ごはん とみそ汁
べ一 コンポテ ト

★みそ汁 ア ラカル ト

ワ クワク ドキ ドキスペシ ャル

ク ノキ ング(!食 分 を作 る)

スパケッティ[禁 鴇

焼 きそば
パン[芽 睨 諺

,
うど ん

素 うとん

E 焼 きうとんほ うと う

'◎ 実践 的 ・体験的 な活動 を取 り入れて基礎的 な技能 を学 び定着で きるよ うにす る
。

*試 してみ る*家 庭で はどうしているか考 える*繰 り返 しや ってみる
一一二
_.の 部分 は,題 材 ゆでて,い ためて ナイスク ッキ ングの実習例

◎ 問題解 決的 な学習を多 く取 り入れ る。
*疑 問 に思 うこ と を見 つ け る*調 べ る*や って み る

【食 材,レ シ ピ,本,コ ン ピュー タ等 を参 考 に】

立i◎ 友達や家族や近陶 人々か ら言舌を聞し'て学習する叱 雄 や家族や近隣の人々とかかわ りなが ら学 ぶ。
*話 を聞 く*質 問 をす る*学 習 を深め る

*作 る喜 びを知 る*人 とかかわ る喜 びを知 る
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一
事例1高 齢者との角虫れ合いを通してな磯 し豊1到

(1)題 材名 第5学 年 「布で作 って遊 ぼ う」

(2)題 材 の目標

○布 の扱 いや特性 が分か る。(知 識 ・理解)

○ 手縫 いの基礎 的な技能 を身 に付 け,基 礎的 な技能 を生か そ うとす る。(技 能,関 心 ・意欲 ・

態度)

○製作 に必要 な用具 の安 全 な取 り扱 いがで きる。(技 能)

○ 目的 に合 った縫 い方を考え,作 品 を製作す る。(創 意工夫)

○製作 した物 を活 用 しよ うとす る。(関 心 ・意欲 ・態度)

(3)研 究主題 にせ まるための手立 て

① 子 ど もの思 いや願 い,生 活 に即 した題材構成の工夫

子 どもは,手 縫 いの基礎 的な技能 を学 んだ後で 「早 く何か を作 りたい」 とい う思 いが あ

る。 また,日 本 に伝 わるお手玉遊 びを児童 に紹介 した ところ,「 遊 びたい」 「作 りた い」 と

い う子 どもの声が返 って きた。 そ こで,こ れ らの子 ど もの思 いを大切 に し,簡 単にで きて,

しか もしっか りと使 える物 を作 り上 げる ことは,喜 びや自信 にな り,次 の作品作 りへの ス

テ ップ とな ると考 えた。

② 子 どもが主 体的 に問題解決 を図 る ことがで きる学習活動 の工夫

子 どもの縫 いに関す る経験 に は,差 があ る。家庭科 の学習で,初 めて針 や糸 を もっ こ と

にな る子 ど もも,主 体的 に学習 に取 り組 めるよ うに工夫 し,意 欲 をな くす ことのな いよ う

に,学 習 を進 めたい。 そ こで,生 活 に役立っ物 の製作 において,子 ど もが主体 的 に問題 解

決 を図 るた めの基 となる,手 縫 いの基礎的 な技能 を繰 り返 し学 び,身 に付 ける ことがで き

るよ うに した。

③ 家族 や近 隣の人 々などとのか かわる場 の工夫

お手玉 作 りを通 して,高 齢者か ら技術 を学ん だ り,温 か い心 の交流が もて る場 を設 定す

る ことによ り,人 と触れ合 う楽 しさ,人 とかかわ る喜 びを味 わえるよ うに した。

また,出 来上 が ったお手玉 を使 って,家 族 や友人 と遊ぶ ことによ り,新 たな人 とのか か

わ りが生 まれ ると考え る。

名人の玉結びは早い/

欝 、ッ

〆
.、

/
評
轟額 鱗鎌謙
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(4)指 導計 画 『布 で 作 って遊 ぼ う』(10時 間)

一針返 してなみ縫 い ス ター ト/

蕊

お手玉作り

学習
過程

小 題 材 学 習 活 動1 備 考

見
針・糸・仲・・P購 用具蠣 類を知る・} ・裁縫 箱

つ (6時 間)1 ○玉結 び ・玉止 め ・ボ タン付 け ・名前1・ 実演 用1
め

る
の縫 いとりの騨 をす る。[蘇 針

o ○ なみ縫 い ・本返 し縫 いを練 習 し,2 ボ タ ン 布

つ
「 枚 の布 を丈夫に縫 い合わせてみる。

iI
l

Il

/教材提示装
1
置)

1 一

i情

手玉を作ろう

1

0お 手 玉 で 遊 ぶ。(0.5時 間)1・1グ ル ー プ
1

i(3時 間 〉」 軸 時間に・6年 生・技蜆 ・・i… 手玉・

・教師の遊び方を見る。
1個

・グループで自由遊 びをす る。

解 ○お手玉を見て,作 り方を考え る。 ・お手玉の な

か み(ペ レ.ノト)

◎ お 手 玉を っ く る。(2.5時 間)

決

ー

ー
-
i

I

○製作順序を考え る。

・見本を見なが らグループで話 し合う。

・作 り方説明

図

○ 布を切 る

す} (10×16cm2～5枚)

1
・古 布 や ハ ン カチ で 作 る。 「・段 階 標 本

○ 縫 い し ろ(lcm)に 印 を っ け る。

るi
-{
3

○ まわ りを縫 う。

○ なかみを入れ る。

○ 口をと じる。

」○!入2～5個 つ く る・

1
・グル ー プ ご

旨

「と に・ フ ィ ル

1ム ケ ーz「○ 後 片付 け をす る
。 ・「

一

lrモ 衛 遊ぼ
i

○お手玉で遊ぶ(0.5時 間)

○ お礼の手紙 を書 く(0,5時 間)

」

・お手紙 用紙

で きあがったばか りの

お手玉で遊ぼう/

麹撫鞠轍"

属 ド.蕊

凋

、
¥
◎

撃

、
・
こ

し
ド

騨
議

鞭

惑

.擁

.
心
∴

ー

レ

象

、

P「

、虐

㌧.3・
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(5}本 時の学 習

① 目標

「お手 玉 を作 ろ う」(9/10)

○ な み縫 い を使 って,お 手 玉 を作 る こ とが で き る。

○ 高 齢 者 か ら学 び,仲 よ く しよ う とす る。

② 展開

学 習 活 動 教師の支援と☆評価 資料*留 意点

・なみ縫い名人の紹介 *グ ル ー プ こ と に,名 札

・グループ ごとに.な み縫 い名 ☆ なみ縫 いの しかたをよ く見て を 置 く。

人がなみ縫 いす るよ うすを見 る

,

いるか。

。縫 い方 のポイ ントを提示する

わた したち も縫 ってみよ う *お 手玉のなかみを見せ

縫 い方 のポ イント る っ

・縫 う時 に気をっける ことを思 ・縫 い始め と縫 い終 りは,一 ・作 り方の説明図

い出す。 針返す。 ・段階見本。

。細か い針 目でまっすく縫 う *高 齢者の人には,て い

・なみ縫 いで縫 う
。 ねいな言葉 で接 するよう

・糸 こきをす る
。 にする,

・なみ縫 い名 人の なみ縫 いの し

たかを思い出 しなが ら縫 うよう

に促す。

☆一針返す ことと,な み縫 いが

・名入に,縫 い方の ポイ ントが ま っす ぐで きたか。

で きてい るか。確認 してもら う ☆縫い方のtイ ン トがで きたか

擁 ……■
☆縫 い しろをなかへ,押 し込め

・分 か りに くい 場 合は
,

示 範 を す る。

・グ ルー ア こ とに , フ ィ

・なかみを 入れ る。 られたか。 ル ム ケー ス,お 手 玉 の な

・ロを縫 って閉 じる かみを渡す。`お 手玉1

… ☆昔の生活には.な ぜなみ縫い 個のなかみは,7イ ルム

なみ縫 い名人のお話を聞 こう が必 要だ ったのか気つ くことが ケー スー杯半)

できたかQ

・昔 の生活 ☆ お手玉 ができたか。

・お手玉遊 び ☆高齢者との温かいふれあいが

○今 日の感想 をワー クシー トに もてたか。

書 く。

(⑲¥i⑩ 曽 ⑩d⑩8瑠

婚 ☆なみぬW名人に教えていただいて
、どうでしたか.幽

5年II組

凸 一_… 一_笈 救_一 一 一一一一.一__趨

壷&餐 望 い鈴 轡 、}望銑f①Lむ1記 や て

あ 丁二う一益!遺 塾 人松憾 やくお一圭幼、'～つくれ δ1

主i塗、L送墨▲些1亟Pざ ま玉竺甚Lス玉～

奄 処 てあ⊃か並凶 う.ご凌 覧L塞 し互9 -一 一6

屡.一一 一一.一一一一一一..… 一一一一 一.一一⊥③⑫
δ ・『軸 婚 ㊥ 葡 ⑫ 曽(職

(⑲ 曽 ⑩ 曹 ⑲ 〈9⑩8鶏

☆なみぬい名人に教えていただいて、どうでしたか.ξ ら
らや ノぬ

茜 ⊥一一三 一究 生丞 一_ぐ3

発生二の間お手ヨ三φイ乍1魍 し

めえてくれてありか之うこご上墜甚托勤 導 δ・
っだ4毬 たみ毎 がン蓄侃 鎧うでした。一

謹薦講欝膿霧
⑫ δ`礪 奄 ⑩ 翁 ⑫ 曽(懸

(61考 察

○子 どもの生活 には伝承 的な遊 びの楽 しさを味 わ うことが少 ない。 そ こで,高 齢者 との触 れ

合 いの場 と して作 り方 を学ん だ り出来上 が った ものを活用 して遊ぶ ことがで きるよ うに し

た。子 どもはお手玉遊 びには とて も興味 を示 し,高 齢者か ら教 わ りなが らお手玉 を作 った

り,遊 んだ りす ることに意欲的で あった。

○ 自分 のなみ縫 いとの違 い(名 人 は,針 をまっす ぐ進行方向 に向 けて,右 手で針 を上下 し,

左手で布 を上下 に動 かす)に 気付 き,こ れ まで よりなみ縫 いを上手 に しよ うとす る意欲 も

高 ま り,技 能 も身 に付 いて きた。 また,お 手玉 は短 時間で作 ることがで きるので,成 就 感

や達 成感 を感 じて,も うひとっ作 ろうとす る意 欲が出やす い。

手縫 いの基礎的 な技能 を くり返 し学 び身 に付 け ることは,問 題 解決 して い く力 になる と考

え る。

○子 どもは,グ ループ ごとに名人 か ら指導 を受 けて,高 齢者 の方 を身近 に感 じることがで き

た。 また,名 人の技 に接 して,高 齢者 の素晴 しさを感 じ取 った。高齢者 の方 も,心 を こあ

て子 どもとかかわ って くださ った。
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事例2-1家 族や近 隣の人 々とのかかわ りを取 り入れた 「ものづ くり」

(1)題 材名 第5学 年 「生活 に役立 っ物 の製作」

(2)題 材 の目標

○布 を活用 して,自 分 の生活 に役立 つ ものを作 ろ うとす る。(関 心 ・意 欲 ・態度)

○布 の特性 に気 付 き,自 分の作 りたい ものの大 きさや形,作 り方が分 か る。(知 識 ・理解)

○製作計画 を立 て,工 夫 して作 る ことがで きる。(創 意工夫)

○製作 を通 して基礎的な技 能を身 に付 ける。(技 能)

(3)研 究主題 にせ まるための手立て

① 子 どもの思 いや願 い,生 活 に即 した題材構成 の工夫

2学 年 にわた って学 習す る 「生活 に役立つ物 の製作」 にっいて,子 ど もの思 いや願 いを

中心 と した題 材構成の工夫 を試 みた。第5学 年 で は,1学 期 に基礎 的な技能 を身 に付 け る

ことがで きる 「小物づ くり」 を学習 し,2学 期 は学 んだ その技能 を生 か して 「自分 の生活

に役立 っ物」 を製作す る ことに した。 自分 の生活を見っ め,振 り返 り生 活 に役立 っ物 に気

付 き,自 分 の思 いや願 いをふ くらませ て,身 に付 けて いる基礎 的な技能 を生 か して製作 で

きるように した。 また製作過程 の 「縫 うときの場面 」で は,手 縫 いだ けでな く,ミ シ ン縫

い も可能 に したい と考 え,ミ シンを用 いて直線縫 いをす る学 習を製 作計画 と製 作の間 に組

み込 む ことに した。

② 子 ど もが主体 的に問題解決 を図 ることが で きる学習活動 の工夫

児童が意欲的 に 「ものづ くり」 に取 り組 むためには,製 作 の見通 しを もたせ る ことが不

可欠で ある。 そのため には 「問題 に気付 く」「製作計画 を立 て る」 段階 に時 間 を多 く配 当

し,試 し作 りなどの実践 的 ・体験 的な活動 を取 り入れ た学習 をすす める必要が ある。

また,「 自分の製作計画 を立 てる ことがで きた」 とい う喜 び は,意 欲 を高 め粘 り強 く製

作活動 に取 り組 む力 にな ると考 えた。 この ことによ り,本 題材 における問題解決 を図 る こ

とがで きる学習 活動 を次 の ように した。

段階 学 習 活 動 支 援

見 ・一人一 人の児童が 自分 の生 活 を ・児童 作品 ・見本 ・段 階標本 を観察 で きるよ うに

謬 見 っ め る。 す る。

う ・より自由 に思 いや願 いを生 か せ ・ものづ くり段階表を示 し,ど の程度の作品 が 作

ぶ る物 を 自分で決 める。 れ るか 判 断 で き る よ うにす る。

む

C3}

・解 決方法を考 える。

解決 ・製作計画 を立 てる。 ・児童作品 ・見本 ・段階標本な どの資料活 用 ・試

す
る

・計 画 に そ って製 作 す る。 作 が で き る よ う にす る。

・グ ル ー プで の 学 び合 いを 行 う。

(13}

生
か
・製 作 を振 り返 る。 ・メ ッセ ー ジカ ー ドを書 き,作 った思 い や 願 い を

す ・生 活 に生 か す。 家族 に伝 え,製 作 だけで な く家族 との会話 を通

(1) して製作 した喜 びを味 わえるよ うにす る
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③ 家族 や近隣 の人 々な どのかかわ る場 の工夫

人のかか わ りが少 な くな ってい る現在,人 とかか わるよさを実感 させ たい。 そ こで家 族

や近 隣の人 々とかかわ る中で問題 の解決 が図れ るよ うに した。特 に今回 は,ゲ ス トテ ィー

チ ャー(保 護者)の 話 を聞 く学習 を取 り入れ た。 児童 はゲス トテ ィーチ ャーが作 った家 庭

生 活で役立 っている品物 を見 なが ら,作 ったときの家族 への思 いや願 い,工 夫 した ところ

や気 を付 けた ところなど聞 き,生 活 に役立つ物 に気付 き,牽 習意 欲を喚起 で きるよ うに し

た。 児 童 は具 体 的 な イ メ ー ジが もて た り,す ば ら しい知 恵 や技 術 にふ れ る こ とが で き た り

して,作 る喜 び と と もに 温 か い心 を感 じ取 る こ とが で き る。

(4}指 導 計 画(16～17時 間)

習
程
学
過

小 題 材 学 習 唇 動 備 考

見

つ

め

る

つ

i'自 分 の生 活 に 著甦 つ掬 _lr〕 ゲ ス トテ ぐ一 チf一 の 話 を 懸 くら

」鰭 えよう

(1時 間)
1・・分・… 樋_・ 嗣 ξ露∴
「 鞭 棟 ていることに鮒 く・ 隣 易麟

i':1自舜 も慈を菱 って態 舌に疫立つ物を作1甑 重に後立つ拠　

ろ うとす る.の 見本

演 自分の2'.('Oに役立つ物}

旨 ・生活が便利にな ・・た りす る物

に欝 甲謙 惣 。物1
1・ 仕事 に役立 つ物}

ic鷺 墓禦 磐 ㌍驚 誤早臨 トT
O作 るために必要な材料準備から,製 作

までの知りたいこと調べたいことを書

1く 。聖i
と'のような方法で調べ るか考え る,見 本 コーナー

}・ 試 しに作 る 汰 燗 く ・本 ・酬 を}

か
どうや「たらできるか剛 蜘 ・たいこと調 ・・い・とを鋤 唄 試蝿 窃

む 購 間一 る・i中 ・入・・実物

}灘 惣 　_。 かめ、.…津謎 鵬
1.本.酬 など蜆 て試 作を してみる・ の躰
1⑤ 作 るものが似 たグ'レープごとに見本 な ワークシー ト①

iと 鯵 敵 暫 蟄 をし偽 臓 醗

… に侮 ノこ4),へ'・ り確拗 ノ・りする・l

iO調 べ たこと 分か ったことを書 く・

製作計画 を立 てる

(1時 闘

本時4i17)

・匡
ミシンがで きるとtaipiaO針 を捧 ま.か 鵜 いをする。

す ぐ4時 間,O上 糸 。下糸 を付け直線縫 いをす る,

魯を藏が る,亟 し縫 いをする,

る

○自分で考えた こと,試 し作 りの作品

たこと、 労か った こと,困 った ことを.ワ ー クシー ト奮

発表す る。

、款 きさ・ ぬ うところ・ ぬい方など鰹i
認 する。

G製 作計 画を立 て,ワ ーク シー トに書

1

計画に したが って作 る。

①有に しるしをっけ.蕉 を裁っ。

②縫 う

③ 仕上げ る

ワー クシー ト②

(計画書)

ミシン

練習布

1

材料 用具

生
か
す

製作を振 り返 ろう

(1時 間)

○ 使 ってみて気付いた ことを発表する。

Oメ ァセー ジカー ドを書 く。

メ ッセ ー ジ カ ー

ド

毒

謄

騒

翠

'

楓

①,

畿

.塾

ぽ ム

潔

颪

繍_評 隔

P

λ
0 0

デ ス トテ ィー チ ャ ーの 話

霧}　 "

嚢

試し作りを している

r墜rasaつm」w・ う1く7-,ひ 一」■》

◎L鍾
庁★τoあMリ ラ懸図_

i

「.一署
P'、(.'

使[
　

[

一
　

sa

を・乍ろう1

じかでのユぴrestの

騰 ・=1
「亡工畳,乙とこる 　

{….ヒ 鴫 凝 ・・き・

1鰯 離
27〒-7● τ4tF£i.rysy:xs

、
L「 τ 三 ボ 、1

～り.亀'写 κ 呈 二囲

ヤ 　ロ ペ て み よ う

【 三 璽 二.R.o一 賦 ・…曜

く罵 誰:と 〉 〈=箭壇:たこと>1栄『勇野 り
一 一.一一.…一

賛糊欄話塀

確 轟 無嘉,も 『刷 樋 融 。。

隠ζ;勲
.概,

よこ 耗 貌"

L

に β霞マ隔 よウi

祷が聴9ご邑陰己
聖紅冨v鉦`;ζ8

.一_」

瞬;。欝瓢
届
竃、,,

蔚藷哨一
「

せ
、
ゴ
マ8もひ

CAS.Tcse_'
t,・K�fmX'蜜[客 匝 一 コ

輪。漏晦 扇 コ

購 費 臨 鷺一至

直』H繋 輩選寧『
」」 「 ♂.'戸

ワ ー ク シ ー ト①

次年度 に異学年 との学 び合いを取 り入れ る場0に は6年 で生 かす(p .:6Q照 、,

で きないときは5隼 で生 かす学 習をする必要があ る。
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(5)本 時 の学 習 「製作計画 を立 てよ う」(4/17時 間)

① 目標

○ 自分の作 る物の大 きさや縫 うところ,縫 う方法 を確認す る。

○製作 の見通 しを もって計画を立て る。

② 展 開

調 べてみて 分か ったこ とを発表 しよう

O臼 分 で 考 え た こ こ,Tr,,っ た

些 ・た こ

と1.31_こ ご こ を 超 長 す 弓

・ 友達 ご、発 羨を 聞 き .主 か せ

'蓼考 に な る こ と に

気 付 ぐ

・ 毅 き さ、

...を 藝麓 きし,・ 睾・=与 の 見

通 しを もつ.

(試 しrtり の経験 や人の話 を聞 いたこと

資揖を4て 考えたことなと.号 か 、=冶

才'蔓 鴫 す るよう伝 えス

⊃発表から,製 作に牛かせ るここを聞 き

とるよう助言 する,

・分 の 壱す く発表す ることがて き

・R'.L・・意欲 ・態魔隠

・発表を聞 いて作品作 りに 生かせ る

ことを,Qっ けようとLて いるか.

・鷺 二 ・意欺 ・縫竃,霧 憶 ユー夫1

製 作 計 画 を 、`L.て よ う

つ試 し作 り を 絶通 し,大 き さ.

鐸`)方 、 手舶 等をo.°,、

ク ンー へに 書 く.

・纏料.そ の 勉O壁 臓 な とを

確 認 す る、

1ノ発表を参考にLて ,製 作計画を 立て る

よ う鋤言す ろ

xる もLY》 六 きさ.ら 峯い万.昆 題 し

を もった製作言{画が立て られ るか,

r関 心 ・意欲 ・態度,創 意工夫)

ワー ク ンー ト2

〔計 画 書 、

雛灘 講 変 談 ・'
F摂 再 『.

醇、
・・'{圏 ぐ 唄 ゼ

.

事 曳

漁

瞬 縁'
ガ

り

ものづくり段陪友

分 か った こ と,考 え た こ と な ど短 冊 に 書 く

製作計画を立てる

ワークシート②

t6)考 察

ゲ ス トテ ィー チ ャー(保 護 者)の 話 を 聞 くこ とに よ り,子 ど もは 作 る物 の具 体 的 な イ メ ー

ジが もて た。 さ らに素 晴 ら しい知 識 や 技 術,家 族 へ の思 いや願 い,工 夫 な どに触 れ る こ とが

で き,人 と触 れ 合 え た喜 び と と もに学 習 へ の意 欲 が高 め られ た。 ま た,グ ル ー プ で の学 習 も

お互 い に学 び 合 うこ と を通 して,人 との か か わ りが 豊 か な もの に な った。

子 ど も は,問 題 解 決 の方 法 と して,資 料 の活 用,試 し作 り,人 との かか わ りな どを工夫 し,

自 ら問 題 を解 決 す る手 立 て と して いた。
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「亟三璽亟唾巫 塵 亜 巫亜壷コ
(1)題 材名 第5学 年 「生活 に役立っ物 を作 ろ う」

第6学 年 「バー ジョンア ップ!生 活 に役立っ物 を作 ろ う」

(2)題 材の 目標

第5学 年 …13ペ ー ジ参照

第6学 年 …○ 既習の技能 を生か し,自 分 や家族の生 活 に役立 つ よりよい物 を作 ろ うとす る。

(関心 ・意欲 ・態 度)

○ 自分の作 りたい物 の大 きさや形,作 り方 が分か る。(知 識 ・理解)

○製 作計画を立て,手 順 よ く工夫 して作 ることがで きる。(創 意工夫)

○製 作を通 して基礎 的 な技 能 を身 に付 ける。(技 能)

(3)研 究主題 にせ まるための手立 て

器1鰹 謙 藩 鰍 を墾 馨鱗 活動の工夫}…13一シ参照
③ 家族や近隣 の人 々な どとかかわ る場 の工夫

第5学 年 と第6学 年 の学 習を同時期 に実施 し,友 達 同士 の学 び合 いによ って触 れ合 う楽

しさや人 とかかわ る喜 びを味わえ るよ うに,『 異学年 交流 の学 習』 を設定 した。 この こ と

によ り,第5学 年 の児童 は,前 年度 に同様 の問題解決学習 を経験 している第6学 年 の児 童

にア ドバ イスを もらうことでよ りスムー ズな問題解決がで きると考 えた。一方,第6学 年

の児童 は,第5学 年 に教 え ることで既習 の学習で身 に付 いた力 を確実 な ものと して実感 で

きると考え た。

(4)学 習指 導計画

① 第5学 年(17時 間)

学習過程 小 題 材
1

時間
旨

主 な 学 習 活 動 資 料

見 っめ る 「生 活 に役 立 っ物」 を考 1

・つ か む え よ う 14ペ ー ジ参 照

ど うや った らで きるか な? 2

解決する 6年 生 に聞 いてみ よ う! 106年 生 の発表 を聞いて質問 した り,製 作 につ

(異学年交流の学習) いて分 か らない ことや調べ てみた いこ とを教

1え て も ら った りす る。

製作計画 を立 てよ う

ミシンと仲良 し{

いよいよ作ろうi

1

4

8

14ペ ー ジ参 照

生 か す .製 作 を振 り返 ろ う ○ 第6学 年 「バ ー ジ ョ ンア ップ!生 活 に 役 立 っ

物 を作 ろ う」 の 「見 っ め る ・っ か む」 段 階 で

扱 うた め,こ こで は扱 わ な い。(次 ページ参照)
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② 第6学 年(11時 間)

学習
過程

旨

小 題 材}時 間
1

主 な 学 習 活 動1資 料

i
一一一†一一一一一一一一一一一　一 ・一

5年 生 の製作を11
1

05年 生 での 「自分 の生 活 に役立 っi◇5年 時 の作品

振 り返 ろう 物」 の製作 について思 い出す。1◇ 発表 メモ

・使 った材 料 ・作 り方(手 順) 1

・工 夫 した こ と ・気 付 い た こ と

・困 っ た こ と ・難 しか っ た こ と
1

見 ・出来 上 った と きの気 持 ち な ど

つ 1
10実際 に使

って み て ど うだ っ た か,1

i 考 え る。

め }

1
・使 い ご こち ・手 入 れ

る 1
・こわれ た所 ,な お した い所

i
・よ りよ く した い所

●
「

○ 自分 が 作 った もの を な お した り, 1
つ 手 入 れ した りす る。

か
1

○生活を見っめた り,家 族 で話 した1◇ ものづ くり段階表

り した こ と な どを も と に ・ 「バ 刊 ◇ ・一 ク シー ト1

む
}

ジ ョ ン ア ッ プ!自 分 や 家 族 の 生 活(5年 生 の ワ ー ク1

に役立 つ物 」 を考 え,そ の 出 来 上1シ ー トを簡易化 し

! が り予 想 図 ・大 き さ ・工 夫 す る と たもの)

1 こ ろ ・製 作 につ い て分 か らな い こ1

1 とや調 べ てみ たい ことを ワー クシー

1

}
トに 書 く・i

!

5年 生 や友達 に 1

」

05年 生での製作 にっ いて 「思 い出1◇5年 時の作品

ア ドバ イ ス しよ う した こ と」 「使 って み て 気 付 い た1◇ 発 表 メ モ1

(異学年交流の学習) こ と」 な ど を グ ル ー プ 内 で 発 表 す1◇ ワ ー ク シ ー ト1

解 一 。05'fi生や友達からの質問に,分 か …◇箏鑑=,
!る 範 囲 で ア ドバ イ スす る。*作 り方 の 本
}

製作計画を立てよう 1 ○ 自分や友達の発表,質 問 した こ と*見 本
決 iや 資料 を も とに しな が ら

。 「バ ー1*試 作 に 必 要 な

ジ ョ ンア ッ プ!自 分 や 家 族 の生 活iも の

す
!}

に役 立 っ物 」 の製 作 計 画 を ・ 一 ・i◇ ・一 ク シー ト2

シー トに書 く。1(5年 生 と同型 式

さあ作 ろ う 8 ○製作計画 を修正 ・確認 し,材 料 を のもの)
る 1

揃 えて製作す る。1

・ ボ ッ ク ス テ ィ ッ シ ュ カ バ ー .

・ バ ス マ ッ ト

・だ き ま く ら

1
・エ ア コ ン カ バ ー な ど

ワ ー ク シ ー ト3
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(5)本 時の学習(第5学 年 …4/17時 間 第6学 年 …3/11時 間)

① 第5学 年 本時 の 目標

06年 生 の発表 や資料 な どを もとに,作 品製作 に向 けての疑 問点 ・問題点 を解決 す る。

○ 「自分の生活 に役立 つ物」 の製作計 画を立 て ることへの意欲 を もっ。

③ 本時の展開

6年 生6て すごい!

布 を中表にして縫 うのは

どうすればいいの?

交流学習の感想(5年)

教 師の支援 と評価 学 習 活 動 と

1〈 第5学 年〉

☆前 時の ワー クシー トに 目;6年 生 の発表 を聞 こう1

を通 し,一 人一人 の児童 …

の考 えを把握 してお く。-6年 生 が5年 生 の時 に学 習 した

… 「生活 に役立 つ 物作 り」 に つ い

… て 「思 い出 した こと」 や 「使 っ

旨 てみて気付 いた こと」 を発表す　

雁 廟 禦 藷 料訓.を 鷺 晶 たちが製/乍を進め
ら,自 分 の製作 にっ い1る に当た って,分 か らない こと

て分 か らない ことを解1… や尋ね てみたい ことな どを6年

1決 す ることがで きたか。目 生 に質問す る。
L【 知識 ・理解】Ii・ 資料 コーナーで調べ たい ことを

調べ る。
E

l分 か った こと を ワー ク ノー ト

… に書 こ う

〈評価2>1¥oY'llWG/i

っ ことがで きたか。1
-【 関心 ・意欲 ・態度】」

☆思 うよ うに進 行 しな い児1

童 には,資 料 や6年 生 か

らの情 報を参 考 にす るよ

うにア ドバ イスす る。

製 作 計 画 を

・6年 生の発表や質問 した ことや

資料を もとに 「生活に役立っ物」

の製作計画を ワーク シー トに書

く。

癖 轟

『 　　　r灘

(5年)出 来 上 が った 作L7QQと感 想 (6年)

轟 舞
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② 第6学 年 本時の 目標

05年 時 の製作 「生 活 に役立っ物 を作 ろ う」 を振 り返 り,学 習 した ことを確認 す る。

○ 「バー ジ ョンア ップ!生 活 に役立っ物」の製作計画 を立 て る。

学 習 内 容 教師の支援と評価

〈第6学 年〉

5年 時の製作 「生活に役立っ物

を作ろう」について発表 しよう

・5年 時 の製 作 にっ いて グループ内

で発表 す る。

〈発表 の内容〉

*使 った材料*作 り方(手 順)

*作 ってい るときにつ いて

・工夫したこと ・気付いたこと

・困ったこと ・嬉 しかったこと

*出 来上 った ときの気持 ち

*こ われた所 ・直 したい所

*よ りよ く したい所 など

・5年 生か らの質 問に答え た り相談

にの った りア ドバイスした りす る。

・これか ら自分 た ちが製作 を進め る

詳 導翁燦磁窪劇
た りする。1

=⊃
・自分や友達 の発表 ,質 問 された こ

とや資料 をもとに 「バージョンアッ

プ!生 活 に役立 っ物Jの 製作 計

画を ワー クシー トに書 く。

一 一 く評価1>
5年 時 の製作 にっ いて1

思 い出 した り考えた り

しなが ら,進 んで発 表1

L謙 慧欲.態度】ヨ

☆思 うように発表で きな い

児童 に声掛 け ・質問な ど

をす る。

<評 価2>

分や友達 の発表 や資1

を もとに,自 分 な り ト

雛 劉
☆ 応用 ・工夫 の方法 が分 か

らな い児童 に資料 や友達

か らの情報 を参考 にす る

よ うにア ドバ イスす る。

ク ッシ ョ ンの と じ方 教 えて 。

製 作 計 画 って 難 しい… 。

交流学習の感想(6年)

④ 考察

第5学 年 の子 どもに とって第6学 年の子 ど もは大変身近 な存在 であ り,製 作 に関す る小 さ

な疑問 も気軽 に聞 くことがで きた。 また第6学 年 の子 どもも,5年 時 の学習 で 自分 が実 際 に

経験 した ことを もとに ア ドバ イスす ることがで きるので細 か く根気強 く教 えることがで きた。

第5学 年 の子 どもは,初 めて大 きな作品の製作 に対 す る不安 がかな り解消 で き,第6学 年

の児童 は,既 習の学 習で身 に付 いた力を確実 な もの と実感 で き,自 信 がっ いた。

これ らの ことより,『 異学年交流 の学習」 は,製 作意欲の喚起 にっ なが る とと もに,問 題

解 決の一方法 と して有 効で あると考 え る。
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へへ
事 例3人 とのかかわ りのなかで,思 いや願 いを大切 に しなが ら学ぶ1

i 題 材 名 第5学 年

「ぼ く もわ た しも コ ック さん,ゆ で て いた め て ナ イ ス ク ッキ ング」

わ た した ちの 料理 シ ョー の は じま りは じま り

2題 材の 目標

○ 日常 の食事 に関心 を もつ。(関心 ・意欲 ・態度)

○調理 に必要 な用具 や食器 の安全 で衛生的 な扱 いがで きる。(知識 ・理解,技 能)

○ ゆで た り,い たあた り して調理 をす る。(知識 ・理解 ・技能,創 意工夫)

○ 手順 を考 えて調理計 画を立 て る。(創意工夫)

○ 手縫 いによる簡単 な縫 い方 がで きる。(技能)

○ 裁縫用具 を安全 に取 り扱 うことがで きる。(技能)

○ 食べ物 を調理す るために必要 な ことを 自分 な りの方法 で学 ぼ うとす る。(関心 ・意欲 ・態度)

○ 家族や近隣 の人 とかかわ る意 味や よさを実践 を通 して実感 す る。(態度)

3研 究主題 にせ ま るたあの手立 て

① 子 ど もの思 いや願 い,生 活 に即 した題 材構 成の工夫

「調理 をや ってみ たい」「で きるよ うにな りた い」 とい う子 ど もの思 いや願 いを出発点 に学

習内容 を組 み立 て る。 よ って領域 に こだわ らず生活 に即 して,食 と衣 の生 活を一 っの まと ま

りとした題材構成 と した。思 いや願 いを達 す るため には,さ らに子 どもが一 人一 人の課題 の

解決 を 目指 し,主 体的 に考え活動 を進 あて いける題材構成 とす る。

この題材構成 は,配 当時間が多 くなる。 そこで,学 習の歩み を子 ど も一 人一人が 自分 な り

に料理 の本 にまとめ るよ うにす る。子 ど もの思 いや願いを料理の本にまとめ,自 分だけの ネー

ミングをす ることによ り,学 びの流 れを一人一人 の子 ど もが実感で き意 欲 も高 める ことがで

きる。

具 体的 には,「 こんな コ ックさん にな りたい」 とい う最初 の1ペ ー ジに この学習 で はど の

様 な ことを 目指 して学習 を進 めたいか考 え,自 分 はこ うあ りたいとい う子 ど もの思 いや願 い

な どめあてを明確 にす る。最後 のペー ジは,「 コック長 の喜 びの ことば」 とす る。

この ように学 習の 「結果」の みで な く,学 習者の 「プロセス全体」を評価の対象 とし,フ ァ

イル しなが ら学 習 してい く 「ポー トフォ リオ」 を行 った。 問題解決力,コ ミュニケー シ ョン

カ などこれまでのペーパーテス トでは計 れない評価手段を取 り入れ,児 童が 自らの学習をフ ィー

ドバ ックす る ことも自分 の手立て を見っ ける こと もで きるよ うにす る。 この ことによ り教 師

に は子 ど もたち一人一入 の学習全体 が明確 にな り,そ の子 だけが もっている特徴 や個性 が 伝

わ って くる。

また}二 学期 は,教 材 園があいて いるので野菜 を育 てて実習 にっ か うことを試 みた。 放課

後 に自分 たちで種 を蒔 き,水 をや り,愛 情 をた くさんかけた野菜 を調理 で きることは,子 ど

もたちの思 いをよ り深あ ることがで きると考 えたか らであ る。

調 理実習で 出た生 ごみ は,コ ンポ ス トに入 れ,さ らに給食 の残菜 な ども加 えて肥料 をっ く

り教材園 に使用 してい く。 「環境 にやさ しい調理 は,人 にや さ しい調 理」 そん な気持 ち もも
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たせたい と考 えた。

② 子 ど もが主体的 に問題解決 を図 ることがで きる学 習活動 の工夫

子 ど もたちが,自 分 の疑問 を解決す るたあに,人 に聞 いた り,調 べた りしなが ら考 えを深

め,確 か めた り,判 断 した りで きるよ うな学習を充実 させて いく必要 があ る。 しか し,調 理

をす るために必要 な ことを これ までは,ど ち らか というと教 えて しまうことが多か った。 そ

こで,子 ど もたちが主体的 に考 え調理 がで きるよ うに問題解決 的な学習 を取 り入 れた。

③ 家族や近隣 の人 々な どとかかわ る場 の工夫

子 ど もが問題 を解決 してい くには誰か に聞 いた り,様 々なメデ ィアを活用 して情報 を収 集

し調べ た りす るな どの方法 があ る。子 どもに とって身 近 な存在 であ る家族 は,重 要 な情報 源

で あ り,も っとも深 いかかわ りがあ り,触 れ合 いの原点であ る。 また,核 家族化 の現在,近

隣の地域の高齢者 とのかか わ りも子 ど もたちの世 界を広げてい くために重要であると考える。

そ こで,本 題材 では家族 とのかかわ り,地 域 の高齢者 とのかかわ りを重視 して学習 を進 め る

こと とした。

高齢者 とのか かわ りは,4回 設定 した。 は じめに,な み縫 い名人 として 「クラスの友達 の

おば あち ゃん」 を招 き,縫 い方 の こっ など 「技」 に直接 触れ られ るよ うに した。8名 の協 力

者が あ り,3回 の授業 と試 食会 に参加 していただ いた。 さ らに,給 食 も各 クラスで食べて い

た だき,子 ど もたち と温 かいひ とときをっ くるよ うに した。 また,調 理 がで きるよ うにな っ

た様子 もみて いただいた。

このよ うに,様 々な触 れ合いの場 を設定す る ことによ り,人 と人 との温 かい心 を感 じ取 る

ことがで きる。

4学 習指導計画(16時 間扱 い)

ぼ くもわ た しもコックさん,ゆ でていためてナイスク ッキ ング

… わた した ちの料理 シ ョーの はじま りは じま り…

学習
過程

i
小 題 材 学 習 活 動1備 考

ぼ くもわた しもコックさん

ゆでていためてナ イスクッキ ング

見

つ 。伽.ク さ構 嚇 ⊥ 。。イ。に学。をまとめて。,。
'

いため紙 ひ

め (1時 間) フ ァ イ ルの 名 前 を 一人一 人 き め る。 も

る
・どうい うことを 目指 して学習を進 めた 色画用紙

膨 iい か考え る。

つ 1子 どものめあて ワークシー ト1

か 「自分は こうあ りたい」 と自分の

む 願 いを書 く

調理 入門 一修行の旅一

(3時 間) ・調理に必要な ことを考える。 ワークシー ト2

・家族に取材す る。
と

1
家では とうしてい るか聞いてみる。

ド 計量器の使い方,包 丁の使い方

ま な 板 に つ い て,ふ きん に つ い て,

身 じ た く,計 量 す る もの,洗 い方,

切 り方,味 の付け方,後 片付けの仕方

衛 生 に っ いて,安 全 に っ い て,フ ラ イ
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解1

決

す

る'

ヒ

i

お手軽三角 巾を作 ろう

(4時 間)

険 物・臨
1、(1時 間)

調 べて試 して食べてみ よう

(2時 間)

バ ンについて,な ど

・調べ たことをまとめプ リントす る。

・家 に調 べた ことのまとめたプ リントを

持 ってい き家族 と話 し合いなが ら付 け

足す。

・縫い物 の達 人を迎 え縫 い方 を観察 し,

よ り上達 で きるよ うに練 習する。

・お手軽三 角巾を作 る。

裁縫 用具 を安 全に取 り扱 う。

・高齢 者とかかわ り学習 する。

各ク ラスに来 ていただ く。

1給 食 ・一緒 ・食・ て・・だ・.
ヨ

1・ 感 想 を書 く。

…

ほ く もわ た し も コ ッ ク さん

1ゆ で て い た め て ナ イ ス ク ッ キ ン グ
1

i作 る もの を考 え よ う

(1時 間)1

1

生1講 計醗 立てよう

(!時 間)

いよいよ作ろ う

(2時 間)
か1

すi

パ ー ト2

2

iレ ス トラ ン開 店
　

i一 シ ェ フ の 喜 び の 言 葉 一

(1時 間

本 時16/16)

iI

l
I

・食生活 に関心 をもっ。

・食べ ることの大切 さを考 える。

・ゆでる,い ためる調理の基本を考える。

・学級園 で育 ててきた野菜 を収穫 し,調

理 する。

・実習 の生 ごみや給食 の残菜 などを コン

ポス トに入れ肥料 を作 り材料園に入れ

てい くG(環 境にや さしい調理)

i
1

i
}

・茶 巾 しぼ りの調理を グループごとに考

える。お茶の いれ方 も考え る。

・手順を考え計画を立て る。

・招待状 を書 く。

・試食会の計画を立て る。

・ゆで る調理をす る。

・お世話に なった高齢者を招待する。

・お客様を招待 して試食会をする。

・調理が出来 るよ うにな った ことを

みんなに 自慢 しよ う。

・お客様の話を聞 く。

・ミシン縫いの練習で作 ったテ ィッ

シュ入れを プレゼ ン トす る。

・コソク長 としての喜びの言葉

この学習を終えて ファイルの最

後のペー ジに コソク長 の言葉 を

書 く。 発表す る。

わぱ あ5、・んに わ ごい ぼ う

士 を 覧てう らのマiわ 務.これは

つ'⊂ コ σ)だ 逐,,ヒ 周 、い ま し て..

昔の人 は着i分 のう1ぬ 、ていr;

ヒ い うの 鼠弓いてひ フくつしまし尺 ・ノ.

池 い ほ}』 に繊 てうら.靴のて'

彩亀おこいぼう嘩 入i.一'逆 ゲ い↑く

、 様d気 が'しま.

静

デジカ メで

写真を撮 る

ワークシー ト3

ワークシート4

学 級 の 時 間

に種 を 蒔 く

コ ン ポ ス ト

もの づ く り

段 階表

ワークシートJ

さつ ま い も

に つ い て調

べ る

ワー クンー ト6
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5本 時の学 習(16/16時 間)

(1)小 題 材 名

(2)本 時 の 目標

ゆで て い た め て ナ イ ス ク ッキ ング パ ー ト2レ ス トラ ン開 店

1自 分 た ち で作 った料 理 を み ん な で試 食す る。

2調 理 が で きる よ うに な った こ とを報 告 す る。

3お 世 話 に な った人 達 に感謝 の 気 持 ちを伝 え,人 とか か わ るよ さを 感

じと る。

(3)本 時 の展 開 1・ 燕 醤 滋
、
'

紙翻
串
串 鋼隔■■ ■國願■

:躍
学 習 活 動 教 師 の支 援 と評 価 嚢翫 ・ 〆.蟹 ・^

'ζ

り ㌔

「

みんなでつ く。た鯉 を楽 しく食べよう1

き

囑舳 占騨獣

● 司会者 が司会をす る。

・始 めのこ とは

i凹 騨づ壷 摩
騨 罐:・

(レ ストラン開店のあ いさっ)

・お客 様 の 紹 介

訣・

騨L響 臨 ∴/,1,, 乗

・調理 がで きるよ うに なったこと ・今までの学習 が分か るように資料を用意 し パ ソ コ ン

を報 告 す る。(ス ライ トショー) て お く。 ス ク リ ー ン

・試 食 を す る
。

・お客 様 の 感 想 を 聞 く
。

・テ ィ ッ シ ュ入 れ を プ レゼ ン トす

る。

・数 名 の方 に話 して い た だ く。

・ミ シ ンの練 習 で 作 った テ ィ ッシ ュ 入れ を プ

レゼ ン トす る。

霧欝 潔1難
鍵 髪1窮繍

"鰍
,ヴ戸秘
。

ド{

・コック長 としての喜 びの言葉 を 。この学 習の終 りに当た り,フ ァイルの最後 ワー クシー ト5
';

f.謹

書 く。 の ペ ー ジに の せ る 「コ ッ ク長 と して の喜 び
久
吟 軍、

_幽 ㌔鍮 焦ゲ'
≠讐貯
"甲

の言葉」を書 くよ う伝え る。

*学 習のなにを考え,身 に付けたか。

*感 謝の気持が もてたか。

*人 とかかわ ることのよ さが分か ったか。

【 IP

「コ ック長 と しての喜 びの言葉」を発表 しよう。
暉ツク腔 ろ塑 こ

厨 鍛噸・一
rA

・お わ り の こと ば くお礼の ことは)

細(iフ 紘

6考 察

子 ど もた ちの思 いや願 いにそった授業を展 開す る

ことがで きた。 ひとっ の課題 を与 えると子 ど もた ち

の工 夫が どん どん広が ってい った。 自分で調 べ る学

習 か ら始 まって いるので一っ一っ の ことを深 く考 え

取 り組 んで いた。 問題解決的 な学習 の成果であ る。

家族 や高齢者 とかか わ る場 を多 くもっ ことがで き,

子 どもたちは,高 齢者 との触 れ合 いに喜 びを感 じて

いた。

O

O

わたい赴 の鴨靱の勉強εφ当に凝り＼た～レ巴uま 引
獅 耐 纏 のこ賄 ごツししり'わがりませんで した.

幕躍麓袈義犠駕欝鍛練
t,フ亡Uっ も声家の人啄=κなく55を し 一てイ鴬 乙、1る

,}角 慧 のなhぬ いまてUねqのだな乙思 峰 欧

1畿騨締鑑 麟魏編鷺数磨
たち1こ茶モんしば擁ノき貧べ'乙IIた だ 『31おいし、』という

言奪ξが'百 げLと7て 芒⊃う才ししぐなりました

智 たお幽 ち証 ちにいろ'ゐな詰 舖 醐
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IV研 究 の ま とめ と今 後 の 課 題

ものをっ くる喜 び と人 とかか わる喜 びを生活の中で実感 で きる子 を 目指 し,題 材構 成を工

夫 し,家 族 や近隣 の人 々など とかか わる場 を設定 して い く中で,主 体的に問題 解決 を図 る こ

とがで きるように実践的 ・体験的 な活動 を取 り入れた授業 を行 い研究 を深 めた。

1研 究 の成果

(1)子 どもの思 いや願 い,生 活 に即 した題材構成の工 夫

ものづ くりと人 とのかか わ りに視点 を当て,子 ど もの思 いが2年 間継続 す るよう学 習内容

を劇 的に とぎれ な く展 開 してい く新学指導要領 に基 づ いた年 間指導 計画を作成 した。 その た

めに現行 の各領域を融合 させ た り,季 節 や学校行事 を加 味 した り して身近 な生 活 に根 ざ した

題材構成 を工 夫 し,指 導時期や配 当時間数 を明 らか に した。 この ことに より子 どもた ちは意

欲 を損 な うことな く思 いが生 き生 きと継続 し,次 への期待を持 ち続 けることがで きた。

(2)子 どもが主 体的 に問題解決 を図 る ことがで きる学 習活動 の工夫

① 子 どもの思 いや願 いを生 か し,子 ど も一人一人 が課題を設定 す ることがで きるよ うに教

材 を工夫 した。 と りわ け2学 年 にわたって学習す る 「生 活 に役立 っ物 の製作」 と 「簡単 な

調理」 の 「ものづ くり段階表」及 び作 り方 を記 した作 り方 カー ドや レシ ピを作成 した。他

の資料,教 材教具 との相乗効果 も得 て自己の意志 決定 ・試 作 ・製 作の過 程の中で充実感 や

達成感等 のっ くる喜 びを味わい,児 童 は自分 自身 に自信を もっ ことがで きた。

② 子 ど も一 人一人 の学 びの過程 が分か るよ うに学 習 カー ド等を フ ァイ リングして い くポー

トフ ォリオを行 った。 この ことによ り子 ども一人一人 の考え,思 い,進 度 に対 して教 師 が

支援 で きた。 また,子 ど もに とっては学習 の流れの見通 しが もて最後 まで粘 り強 く取 り組

む力 とな った。 さらに,こ の ポー トフォ リオが一冊 の本 とな り,子 ど もはっ くりあげた喜

びを味わ った。

③ 実 践的 ・体験的 な学習 を意識 的に多 く取 り入れ,基 礎的 な技 能 を身 に付 け定着で きる よ

うに した。基礎的 な技能 は,疑 問点 を見 つけ調べや ってみ ることを繰 り返 す問題解決的 な

学習の中で も身 に付 け ることがで きた。 また,子 ど もの思 いや願 い,疑 問,課 題 を大切 に

して教材教具 を活用 した授業 を展開 したので,子 ど も一人一人が意欲的,主 体的 に学習 に

取 り組む こ とがで きた。

(3)家 族 や近 隣 の人 々な どとかかわ る場 の工夫

ものづ くりのための情報収集 の一方法 として,子 ど もが異学年 の児童 や家族,近 隣の人 々

か ら学 ぶ場 や触 れ合 え る場 を設 けた。 イ ンタビューを した り,自 慢の技能 や作 品を披露 して

も らい教 えて もらった り,逆 に教 えて もらった方を招待 して学 びの成果 を見て も らった りと

子 ど もは人 とかか わる喜 びを味 わ った。近隣 の人 々の中で もとりわ け高齢者 とのかかわ りを

重視 したので,高 齢社会 の中で共 に支 え合 うことの楽 しさ も味わ った。 人 とかかわ る喜 びの

中で学 びが定着 し,さ らに学 ぶ意欲 も継続 してい った。

2今 後の課題

本研究で は,新 学習指導 要領 に対応 で きるよ うに題材構成の工夫及 び年 間指導計画 を作成

した。 そ こで移行措 置期間に は作成 した年 間計画 に基づ き実践 し,さ らに改善をす る必要 が

ある。 また,こ の研究 で得た 「ものをっ くる楽 しさ,人 とかかわ る喜 び」 を子 ど もたちだ け

で な くかかわ った人全 てが実感 で きた ことを大切 に して,こ れか らの教育 活動 に役立 てて い

く。
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